




To The Construction of Living-Welfare
Chizuko Inoue
　少子高齢化を背景 として,国 民的課題として介護問題がクローズアップされてきている。 しかし,介 護
の本質についての認識や理解が欠如 したままにホームヘルパーの安易な量産体制や質の伴なわないサービ
スの多様化が図 られている。介護は人生の中で誰 もが遭遇することであり,た とえオムツに包まれていよ
うと,痴 呆になろうと,生 活者 としての人権が守 られ,主 体的な快適な生活が希求されている。その営み




.は じめ に 問題の所在
　人 口の高齢化,少 子化,核 家族化,地 域共同体の変容,
さらに急激な国際化などが土壌 となって,生活のリズム,
生活方法など大 きな変容をきたしている。特に少子高齢










































んな状態でも,人 間 としての尊厳が守られ,自 己実現の
可能性が求められるようになった。こうした社会背景は,
一面では従来の密室的な閉鎖的な空間において,家 族
の手による介護が社会化 され,市 民権を得た といえる。
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しか し,介 護現場の実態 とはかなりの乖離が見 られる実
態がある。
ll.「生活福祉学」の必要性
　我が国は,世 界に冠たる長寿国にな り,人 生80年 の
時代を迎えた。「長寿は人類が創造 した最高の芸術であ


















　生活福祉 とい う言葉は,必 ず しも明確な定義があるわ
けではないが,厂誰 もが人間としての尊厳が守 られ,生
活者 として主体的に生きる」,こ のことを可能にするた
























浴,排 泄,食 事その他の介護を行い,な らびにその者及
び介護者に対 して介護に関する指導を行 うこと(以 下介
護などという)を 業 とす る者をい う」 としている。すな
わち,そ の生活全般を機に応 じて支援するとい うのであ
る。
　本稿において重要になって くるのは,よ り実態的にそ



















　　内容r介 護 という仕事は,人 間の尊厳 とそのプライ
　　　　ドを,最 後までしかも日常的に生活面から保障
　　　　するために不可欠な仕事であり,人 権保障の総












　　　　 で支障があれば,「 介護する」 とい う独自の方
　　　　法でそれを補い支援する活動である
　共通していることは,捉 え方の主点 として,生 活の側
面に重きが置かれている。さらに,単 なる生命維持の援








　 まず第1に 介護は,医 療のように,疾 患に対して治療


















律することはできない。 しか し,要 介護者の望む生活に
近づけるために,生 活の変化を予測 し,対 応方法を考慮










　第7と してあげられることは,介 護は,要 介護者と介
護の提供者双方が,介 護を通 して成長 しあ う働 きかけを
基本 とし,た だ単に介護を提供する,介 護を うけるとい




　本稿では,家 政学の成立期に,総 合的関与(家 政的配
慮 家政的管理)を 主張 した中原5)の 「家政学原論」を
基軸において論を進めたいと考える。中原は家政学を『家
族及び家庭生活に関する科学であり,家 族の生命の維持
発展を図 り,人 類の幸福増進に貢献する学問である』 と
し,人類の健康 安全,快適性を探求してい くことである。
さらに家政とは 『人間の精神的,身 体的,技 術的,社 会
的営みであ りその基本には,配 慮と管理の働きが存在 し
ている』 と述べている。本稿では家政を広 く人間の精神








つ まり,家 政の根底にあるのは,い わば一人一人に対す











管理』7)である。つ まり,飲 む,食 べる,眠 る,な どの
個人的生理的営みや,掃 除をす る,ご 飯を炊 く,裁 縫を
する,洗 濯をするとい うような技術的家事的営み,さ ら
に文化的営み,経 済的営みにも常にいろいろ考え合わせ










が重要であ り,そ のための社会資源活用,ま たは秩序立
てて考案を練 るとい うことが必要になる。この営みが「家
政的管理」である。 ここで重要なのは具体化の方策であ





　 介護 と家政の概念か ら,「生活」が共通のキー概念で





らに 厂清潔を保つ こと」「休息をとること」など,人 間
の基本的な生存欲求に基づいて,日 常的に行われている
ことである。 しかし,社 会の発展 と共に,生 活の概念は
単に生存するだげではなく,そ の生存の質が問われ前述
しているが 「生理的欲求,精 神的欲求,社 会的欲求,文
化的欲求が満たされる」ことが求められ るようになった。





欲求を充足 してい くとい う「生活」の営みをつ くりあげ,
生命活動を順調に活性化するために,快 適な環境を整え
る実践が家政であ り,そ の基底には,家 政的配慮 と家政
的管理が置かれる。介護は,生 活行為が何らかの理由に
よって成 り立たな くなり,生 活の営みが崩れてしまった
対象者に対 して,家 政的配慮,家 政的管理に基づいて,








で眠っている彼の心地よい眠 りは,音 響,明 暗,空 気の
流通,寒 暖,衛 生など,さ まざまな事柄について,他 者
の愛情 と知恵をもって支えられたところの,最 大の家政
的配慮 と家政的管理によって安 らかな眠 りにつき,快 い




介護するのではなく,要 介護者の食習慣を把握 し,好 き
な食物を,好 みの味に調え,状 況(咀 嚼力,嚥 下力,消
化力)に 合わせた形態に加工 し,食 べ る時期を考え,食
べる量を調え,目 を楽 しませる盛 りつけをし,楽 しい会










る。 このような配慮に従 って,家 政的管理として排泄環
境を整えていかなければならない。
　 「入浴」もしか り。入浴介護を行 うためには,入 浴時,
浴室 までの移動時の安全確保,浴 室の構造,湯 の温度,
湯量,入 浴時間,入 浴時期などに家政的配慮を くだ し,
家政的管理をもって入浴のもた らす効果を最大限に引き
出さなければならない。
　 「着替え」についても,着 替え方法の安全性,下 着は
どんな物を選ぶことが介護のものさしに合 うか,上 着は
どうか,病 衣,寝 具,ど んな素材のものがいいのか,デ
ザインはどうか,色 の好みはどうか,こ れ らについて配
慮し,さ らに衣生活に関心を持つ よう働 きかける介護の
展開が必要である。さらに褥創防止のためにも寝具や衣
服の素材やベ ッドの堅さ,高 さ,位 置などの家政的配慮
が欠かせない。
　また,「掃除」 とい う介護行為であるが,ほ こりを取
り,換 気をするとい うこの家政的行為は,雑 菌を除去す
ること,き れいな空気を部屋の中に取 り入れることであ
り,酸 素を体内に送 り込むことによって,栄 養素が活力
として働 き,生 命の力を広げることになる。そのことに
よって気分は爽快になり,生 きる意欲に結びつ くとい う




とい うことになる。こうした作業は,生 命を守 り,生 き
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る意欲を引き出すことにつながることになる。
　さらに,介 護の目的である命を護 り,生 きる意欲を引
き出すために忘れてならないことは,社 会性を維持し回
復させることである。「人」と 「もの」に出合わせ,た
とえ寝たきりであったとしても,枕辺に 「人」 と 「もの」
を持ち込み,二 者関係を三者関係に拡大してい くための










政的配慮であり,さ らに,死 に対する不安を取 り除 くた
















化や疾病によって生 じる生活障害を改善 して,人 間とし
ての尊厳が守 られ,自 己実現の可能性に結びつ くことに
なるのである。
　さらに,「 家庭生活の基盤整備」 としての家政が介護
に果たす役割のもっとも大 きな点は,や は りその予防効
果であろう。
　介護予防 とは,要 介護状態の発生防止,悪 化防止,状
態の改善,こ れらを含めて捉えてい くことが重要になる。
要介護状態の原因としては,身 体的内部環境 と生活環境
に分けられ,身 体的内部環境 としては,疾 病の発症があ
り,そ の裏には生活環境が大きく影響 していることにな




















































・夫と共に病室,居 間,台 所,ト イレなどの掃除,整 理
　整頓をする。
・妻のADLは ,座 位保持が可能であ り,腕 関節の変形
　はあってもかなり力が入 り,身 体を支えることができ
　 るので,お 尻でいざっての移動の条件を作る。具体的








　 このように食事作 りを共働することによって,妻 の食
欲も進み,夫 の食事作 りにおける負担を軽減することに
なった。妻はお尻で移動することを積極的に行 うように
な り,台 所まで移動 し,冷 蔵庫の整理をした り,野 菜の
下 ごしらえをするようになる。 また,排 泄も便器を使っ
て自力で処理することによって,寝 具や衣類の汚れが少
な くな り洗濯量 も減少 した。




　身体の保清 も移動が可能になった ことから,床 上での
拭きとりから浴室でのシャワー浴に切 り替えることによ
って,入 浴の効果に近づけることができた。さらに庭先




なり,近 所 との交流も復活 した。
　この事例は妻が家事機能の一部を回復 したことによ
り,日 常生活に積極性が出て,家 庭生活に秩序ができあ
が り,夫 も妻も生活意欲を高めることになり,主 体的に
生きる姿勢へと結びつけた実践である。
　事例からも,介 護は家政の枠組みに位置つ くことが明
らかであ り,家 政のあ り方 によって介護の質が左右され
ることも確認できる。 さらに,介 護予防も家政のあ り方
によって,そ の効果が決まって くる。 また,家 政の中心
的技術である家事が,要 介護者が主体的に生きるために
も不可欠であることが認識できる。
lll.ま と め 若干の提言
　 「生活福祉学」 とは,以 上みてきた ように,キ ー概念
が 「生活」 という同根性に基づ く,家 政 と介護が統合 さ
れ,生 活を トータルで支え,生 活を安定 させ る生活支援
のあり方を,学 際的に集結 し,体 系づけてい く学問であ
る。重複するが,介 護の対象がた とえオムツに包 まれて















や家政の 目的を実現してい くことになるが,こ の技術の















として出発するに当た り,学 問体系 として衣,食,住 と
に区分し,特 に衣,食 の基礎に実験科学を置いたとい う
歴史的経過がある。実験科学は本来技術 と密接に結びつ













論 となりやす く,高 齢者に向けた家政が,本 格的な研究
の対象にはなりにくかった ことも事実である。今日では,
未曾有の高齢社会の到来にあって,「高齢時家政」の研





も,介 護を視野に入れた新 しい家政学の新場面 としての
「生活福祉学」への協働を期待して論を閉じる。
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